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家庭での役割分担については、「食事の支度」「食事の後片付け」「掃除」「洗濯」のい

ずれも「主として女性」がしているという割合が大半を占めています。このことから、

これらの領域の割合が依然として女性に割り当てられていることがうかがえます。 

「子育て・しつけ」についても、「主として女性」がしている割合が最も高くなって

いますが、他の割合と比べて「男女が同じくらい」している割合が大きくなっており、

他の領域に比べれば男女共同参画が進んできていると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭内での役割分担についての満足度は、男女とも、前回調査と比べて「満足してい

る」の割合が減少していました。（前回調査では男性が 43.2％、女性が 26.1％） 

これまでの役割分担を当たり前と捉えず、あらためて見つめ直すべき時期にきている

ことをうかがわせます。  

 １ 家庭での役割について 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

77.7% 64.6% 55.4% 64.2% 29.4% 19.0% 

9.8% 13.5% 15.3% 12.9% 3.3% 5.1% 
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1.8% 1.8% 2.0% 1.4% 24.3% 49.1% 

2.0% 2.3% 3.1% 2.7% 17.2% 18.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
主として女性 主として男性 男女が同じくらい だれもしていない 無回答 

食事の支度 

掃  除 

介護・看護 

子育て・しつけ 

洗  濯 

食事の後片付け 

【男性 (n=511)】 【女性 (n=706)】 

 
家庭での役割分担 
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男性（n=511） 

女性（n=706） 

満足している どちらかといえば満足している どちらともいえない 

どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答 

 
家庭での役割分担の満足度 
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育児休業制度の利用の有無については、男性より

も女性で、「利用したことがある」という割合が大き

くなっています。 

育児休業制度を利用しなかった理由としては、男

性では「配偶者が保育をしてくれた」が最も多く、

女性では「仕事をしていなかった」が最も多くなっ

ています。子育ては女性の役割という固定観念が影

響しているものと思われます。 

 

 

 

 

介護休業制度の利用の有無については、大部分が

「利用したことがない」と回答しています。 

これは、介護が必要な者が身近にいなかったという

のが大きな理由となっています。 

 

 

 

 

 

回答者自身に介護が必要になった場合、誰に介護

をしてほしいか尋ねた結果については、男性では「配

偶者」と回答した割合が高かったのですが、女性で

は「施設など」と回答した割合が「配偶者」と回答

した割合を大きく上回っています。 

また、前回調査と比べて、男女ともに「施設など」

と回答した割合も増加しています。（前回調査では男

性が 20.6％、女性が 29.9％） 

  

 ２ 子育て、介護について 

 
育児休業制度の利用の有無（子どものいる 20～40 歳代の男女の場合） 

 
介護休業制度の利用の有無 

 
介護が必要になった場合の希望 

[育児休業制度を利用しなかった理由] 
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子どもの配偶者(女性) 

子どもの配偶者(男性) 

ホームヘルパー 

施設など 

その他 

無回答 

男性（n=511） 女性（n=706） 
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利用したことがある 利用したことがない 無回答 
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仕事をしていなかった 

職場に育児休業制度 

がなかった 

配偶者が保育を 

してくれた 

親・義理の親が保育 

をしてくれた 

保育所など専門職の人が 

保育をしてくれた 

育児休業を取得 

しづらい職場だった 

経済的に困るから 

その他 

男性（n=80） 女性（n=181） ＊複数回答 
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職場の現状について尋ねた結果からは、働く男女のために改善の余地がまだまだある

ことがうかがえました。有給休暇の制度が不備であるとか、育児休業制度や介護休業制

度の取得が難しいという回答が 20～30％を占め、特に男性においてそれらがより多く

訴えられています。 

また、男女それぞれ半数ほどが「子どもの学校行事などへ参加するため休暇を取るこ

とに理解がある」と回答している一方で、「賃金や昇給、定年制など待遇に男女差があ

る」という回答が約 25％を占めていたり、「管理職は男性が多い」という回答が男女と

も半数を超えていたことから、職場には依然として男女差があるという認識が根強いこ

とがうかがえます。 

 

  

 ３ 就労について 

 
職場の現状 
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有給休暇の制度不備 

育児休業制度の取得難しい 

介護休業制度の取得難しい 

管理職は男性が多い 

仕事が忙しすぎる 
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【男性 (n=343)】 【女性 (n=433)】 

14.3% 15.5% 20.4% 21.6% 45.8% 11.4% 4.7% 14.9% 25.9% 26.2% 1.5% 7.3% 26.8% 

11.7% 10.2% 12.0% 11.7% 21.3% 33.8% 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 
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地域の現状について、地域活動では会長などのリーダーは男性で、女性は補助的な役

割になると回答した割合は、男女ともに 50％を超えています。また、男女の役割分担

などが古い慣習やしきたりにとらわれることが多いと回答した割合も高くなっている

ことから、地域社会において、性別にとらわれた役割分担から抜け出せていないことが

うかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事」「家庭」「自分自身のための活動」の３つの領域の合計が 100％となるよう

に、それぞれのバランスの比率を尋ねたところ、バランスの理想については、男性では

「家庭」より「仕事」を、女性では「仕事」より「家庭」を重視する傾向となっており、

男性は「仕事」、女性は「家庭」という固定観念が根強いことがうかがえます。また、

３つのバランスの理想が実現していると感じている割合は男性より女性の方が低くな

っています。 

  

 ５ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

 
地域の現状 

 ４ 地域活動などについて 

 
「仕事」「家庭」「自分自身のための活動」のバランスの理想と実現度 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域活動で男性がﾘｰﾀﾞｰ、 
女性は補助 

男女の役割分担など 
古い慣習にとらわれている 

自治会・町内会で 
女性が役職に消極的 
地域活動で女性が 
いきいきしている 

男女が協力し合って 
活動している 

地域活動に関心がある 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動に参加 
地域活動や 

14.3% 15.5% 20.4% 21.6% 45.8% 11.4% 4.7% 14.9% 25.9% 26.2% 1.5% 7.3% 26.8% 

11.7% 10.2% 12.0% 11.7% 21.3% 33.8% 8.2% 25.1% 23.9% 25.9% 2.0% 8.2% 27.1% 
19.2% 13.1% 21.0% 25.1% 11.7% 30.6% 19.2% 30.0% 23.3% 21.9% 13.1% 19.5% 18.1% 

6.7% 9.3% 9.3% 9.3% 2.3% 4.7% 16.0% 8.2% 9.6% 8.5% 16.0% 17.2% 4.4% 
36.7% 41.4% 25.7% 20.7% 8.2% 8.5% 40.8% 11.7% 6.7% 6.7% 56.6% 37.0% 11.4% 

11.4% 10.5% 11.7% 11.7% 10.8% 11.1% 11.1% 10.2% 10.5% 10.8% 10.8% 10.8% 12.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 

【男性 (n=511)】 【女性 (n=706)】 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=511) 

女性(n=706) 

実現している まあまあ実現している 

あまり実現していない 実現していない 

無回答 

[３領域合計 100%としたときの各領域の理想比率（平均値）] [３つのバランスの実現度] 
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被害者としての

経験がある

加害者としての

経験がある

身近に被害を受

けた人がいる

被害者から相談

されたことがあ

る

経験・見聞きは

ないが、内容は

知っている

言葉を聞いたこ

とはあるが、内

容は知らない

言葉自体知らな

い、聞いたこと

がない

無回答

男性 2.9% 1.8% 6.3% 4.5% 73.6% 8.6% 1.6% 5.7%

女性 10.5% 0.6% 8.6% 5.7% 65.3% 5.8% 1.3% 7.2%

男性 1.2% 1.4% 5.1% 3.1% 80.2% 6.5% 1.2% 4.9%

女性 11.3% 0.3% 4.8% 1.8% 70.8% 6.7% 0.8% 6.1%

ＤＶ

セクハラ

男性（n=511）　女性（n=706）　※複数回答
 

DV、セクハラの経験・認知について、「被害者としての経験がある」と回答した割合

は前回調査とあまり変わっていません。（前回調査では、DVが男性3.0％、女性10.4％、

セクハラが男性 1.2％、女性 12.5％）また、被害者などが相談できる体制は整ってき

ていますが、今後はより相談しやすい環境づくりが必要だと考えられます。 

 

 

 

DV、セクハラに対する考え方については、「たとえ夫婦であっても、手をあげること

は許されない」「加害者には暴力を振るわない教育が必要」についての肯定的な回答が、

いずれも 80％を超える高い割合となっています。 

 

  

 ６ ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ､ｾｸｼｬﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄについて 

 
ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ､ｾｸｼｬﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄの経験・認知 

 
ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ､ｾｸｼｬﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄに対する考え方 
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0.0% 

7.0% 

26.1% 
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20.0% 

2.6% 

39.1% 

7.0% 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

公的な相談機関、 

警察などに相談した 

家族や友人に相談した 

職場や学校に相談した 

弁護士に相談したり、 

裁判所に訴えた 

相手に直接抗議した 

相談機関や窓口が 

わからなかった 

相談しなかった 

その他 

無回答 

男性（n=43） 女性（n=115） 

7.8% 

25.0% 

1.6% 

10.9% 

0.0% 

45.3% 

17.2% 

3.1% 

19.7% 

42.8% 

3.3% 

8.6% 

1.3% 

31.6% 

9.2% 

0.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公的な相談機関、 

警察などに相談した 

家族や友人に相談した 

職場や学校に相談した 

民間シェルターや 

民間窓口に相談した 

相談機関や窓口が 

わからなかった 

相談しなかった 

その他 

無回答 

男性（n=64） 女性（n=152） 

【DV に対する相談先】 

 

【セクハラに対する相談先】 
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7.1% 

60.9% 

76.2% 

46.7% 

36.1% 

22.7% 

13.9% 

21.4% 

14.3% 

25.1% 

27.6% 

21.1% 

34.8% 

10.3% 

4.5% 

17.0% 

26.9% 

37.5% 

14.7% 

1.1% 

0.7% 

3.0% 

1.0% 

6.8% 

25.2% 

0.6% 

0.3% 

2.5% 

2.0% 

6.8% 

4.2% 

5.7% 

4.0% 

5.7% 

6.4% 

5.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.1% 60.9% 76.2% 46.7% 36.1% 22.7% 
13.9% 21.4% 14.3% 25.1% 27.6% 21.1% 

34.8% 10.3% 4.5% 17.0% 26.9% 37.5% 
14.7% 1.1% 0.7% 3.0% 1.0% 6.8% 

25.2% 0.6% 0.3% 2.5% 2.0% 6.8% 4.2% 5.7% 4.0% 5.7% 6.4% 5.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 

ＤＶやセクハラが起こるのは 
女性側にも問題がある 

加害者には暴力を 
振るわない教育が必要 
夫婦でも手をあげる 
ことは許されない 
女性から男性への 

暴力やセクハラもある 
被害者が相談しやすい 
環境作りが不十分 
防止のためには 

啓発・教育より罰則強化 

【男性 (n=511)】 【女性 (n=706)】 

※複数回答 ※複数回答 



７ 

 

 

 

 

男女のあり方についての考え方では、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合

わせた肯定的な回答が「自分らしく生きたい」で男女とも最も高く、男性では 86.7％、

女性では 87.5％となっています。次いで、「性別にこだわらず多様な生き方が認められ

るべきだ」でも肯定的な回答が男性で 66.0％、女性で 70.7％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等についての意識については、すべての項目で「男性優遇」と回答した割合が

「女性優遇」を大きく上回っています。また、性別による認識の違いも見られ、特に「地

域社会」「法律や制度」「政治の場」においては、男性よりも女性の方がより「男性優遇」

という認識を持っていることがうかがえます。 

  

 ７ 男女共同参画に関する意識や考え方について 

 
男女のあり方についての考え方 

 
男女平等についての意識 

自分らしく生きたい 

妻は家庭を守るべきだ 
夫は外で働き、 

なるのは当然だ 
世帯主に男性が 

結婚してもしなくてもよい 
結婚は個人の自由だから 

家に残るほうがよい 
長男は跡取りだから 

認められてもよい 
同性同士の結婚が 

だれもが生きやすい社会だ 
男女共同参画社会は 

4.9% 

12.1% 

22.3% 

11.9% 

22.3% 

14.3% 

9.0% 

37.6% 

11.7% 

10.8% 

19.8% 

53.2% 

15.1% 

21.9% 

33.1% 

11.0% 

16.4% 

19.6% 

13.5% 

28.4% 

12.3% 

21.1% 

28.2% 

33.5% 

33.3% 

29.5% 

23.5% 

31.1% 

26.2% 

38.9% 

35.6% 

19.2% 

27.2% 

41.5% 

37.0% 

7.0% 

14.1% 

10.0% 

5.7% 

17.0% 

13.7% 

5.5% 

10.8% 

3.7% 

14.9% 

11.4% 

4.5% 

0.2% 

26.4% 

20.4% 

9.4% 

22.5% 

15.1% 

15.5% 

25.2% 

4.5% 

26.8% 

8.8% 

3.5% 

0.2% 

6.3% 

6.1% 

6.1% 

6.5% 

6.3% 

6.3% 

5.9% 

6.7% 

7.0% 

6.5% 

7.0% 

5.9% 

0%20%40%60%80%100%

3.0% 

13.2% 

14.7% 

20.7% 

29.3% 

11.5% 

4.1% 

46.2% 

22.8% 

16.0% 

16.1% 

64.4% 

11.0% 

20.3% 

23.7% 

13.6% 

22.7% 

15.9% 

7.6% 

24.5% 

13.5% 

25.9% 

28.8% 

23.1% 

34.1% 

31.7% 

32.2% 

35.0% 

24.2% 

40.4% 

39.0% 

17.4% 

34.8% 

39.4% 

41.9% 

6.1% 

14.7% 

8.5% 

9.3% 

12.6% 

9.9% 

7.9% 

11.8% 

2.5% 

8.9% 

7.1% 

2.8% 

0.4% 

31.9% 

20.8% 

14.6% 

12.5% 

8.2% 

18.7% 

32.2% 

3.3% 

13.7% 

5.8% 

3.5% 

0.6% 

5.2% 

5.5% 

5.5% 

5.7% 

5.7% 

5.7% 

5.4% 

6.1% 

6.2% 

5.8% 

6.8% 

5.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女らしく育てるほうがよい 
男の子は男らしく、女の子は 

子どもを持つ必要はない 
結婚しても必ずしも 

夫の姓にしたほうがよい 
結婚したら女性は 

生き方が認められるべきだ 
性別にこだわらず多様な 

優先させたい 
仕事より家庭生活を 

4.9% 12.1% 22.3% 11.9% 15.1% 21.9% 33.1% 11.0% 33.3% 29.5% 23.5% 31.1% 14.1% 10.0% 5.7% 17.0% 26.4% 20.4% 9.4% 22.5% 6.3% 6.1% 6.1% 6.5% 
0% 20% 40% 60% 80% 100%そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 

【男性 (n=511)】 【女性 (n=706)】 

8.0% 

16.4% 

2.9% 

15.7% 

8.8% 

6.3% 

18.8% 

37.6% 

45.6% 

10.2% 

44.0% 

38.0% 

20.0% 

37.2% 

38.7% 

26.2% 

76.3% 

31.9% 

43.6% 

60.3% 

35.4% 

8.0% 

3.1% 

1.6% 

1.4% 

2.0% 

5.7% 

1.6% 

1.2% 

1.2% 

1.4% 

0.6% 

0.6% 

1.2% 

0.6% 

6.5% 

7.4% 

7.6% 

6.5% 

7.0% 

6.7% 

6.5% 

0%20%40%60%80%100%

      

      

      

      

      

      

      

14.3% 

19.7% 

3.3% 

21.4% 

15.6% 

12.3% 

28.8% 

35.7% 

41.8% 

15.2% 

46.7% 

43.1% 

30.9% 

41.8% 

32.9% 

28.9% 

71.1% 

23.2% 

32.9% 

47.9% 

21.8% 

6.8% 

1.4% 

1.3% 

0.8% 

0.7% 

1.1% 

0.3% 

1.8% 

0.3% 

0.3% 

0.0% 

0.1% 

0.3% 

0.1% 

8.5% 

7.9% 

8.9% 

7.8% 

7.6% 

7.5% 

7.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活    

職  場    

学校教育の場  

社会的慣習   

しきたり  

地域社会    

法律や制度    

政治の場   

【男性 (n=511)】 【女性 (n=706)】 

4.9% 12.1% 22.3% 11.9% 15.1% 21.9% 33.1% 11.0% 33.3% 29.5% 23.5% 31.1% 14.1% 10.0% 5.7% 17.0% 26.4% 20.4% 9.4% 22.5% 6.3% 6.1% 6.1% 6.5% 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 どちらともいえない どちらかといえば女性優遇 女性優遇 無回答 



８ 

 

 

 

 

米子市が今後力を注ぐべきことについては、様々な分野での施策の充実が望まれてい

ますが、特に子育て・保育に関する施策、高齢者の介護支援に関する施策の２つの割合

が高くなっており、いずれも 50％以上の高い割合となっています。子育て世代や高齢

者に対する施策の充実を求める回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律、用語、施策の認知度については、「ドメスティック・バイオレンス」が 90％以

上と最も高くなっています。それに対して、米子市の施策などの認知度はいずれも 40％

未満となっています。 

 

 

 ８ 男女共同参画社会に関する施策や法制度について 

 
米子市が今後力を注ぐべきこと 

19.1% 

52.2% 

55.5% 

10.3% 

70.1% 

6.6% 

43.7% 

35.8% 

32.9% 

30.2% 

20.9% 

19.6% 

31.9% 

7.3% 

6.8% 

52.4% 

4.4% 

67.2% 

5.3% 

4.7% 

4.8% 

7.1% 

4.6% 

6.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会基本法 

男女雇用機会均等法 

育児・介護休業法 

女性活躍推進法 

ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ 

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ･ｱｸｼｮﾝ 

（積極的改善措置） 

4.7% 

27.8% 

8.0% 

7.6% 

10.4% 

10.4% 

10.8% 

34.2% 

30.9% 

31.3% 

18.7% 

18.7% 

77.6% 

32.5% 

55.4% 

55.6% 

65.2% 

65.2% 

6.8% 

5.6% 

5.8% 

5.5% 

5.8% 

5.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ/ﾗｲﾂ 

（性と生殖に関する健康・権利） 

ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ 

（仕事と生活の調和） 

米子市男女共同参画推進条例 

米子市男女共同参画推進計画 

米子市男女共同参画センター 

“かぷりあ” 

ダミー 
19.1% 

52.2% 
55.5% 

10.3% 

43.7% 35.8% 
32.9% 

30.2% 

31.9% 
7.3% 
6.8% 

52.4% 

5.3% 4.7% 
4.8% 

7.1% 
知っている 聞いたことがある 知らない 無回答 

【全体 (n=1217)】 
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男性（n=511） 

女性（n=706） 

※複数回答 

 
法律、用語、施策の認知度 

 

【調査の概要】 

■調 査 区 域：米子市全域 

■調査対象者：市内在住の 20 歳以上の市民 

■対 象 者 数：3,000 人 

■抽 出 方 法：住民基本台帳から無作為抽出 

■調 査 方 法：郵送による配布・回収 

■調 査 機 関：平成 28 年 9 月 2 日～9 月 30 日 

■有効回収数：1,231 件 

■有効回収率：41.0％ 

米子市市民人権部男女共同参画推進課 

〒683-8686 米子市東町 161 番地 2 米子市役所第 2庁舎 1 階 

TEL:0859-23-5419 / FAX:0859-37-3184 / E-mail:danjyo@city.yonago.lg.jp 

※百分率（％）の計算は小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

※「前回調査」とは、平成 20 年度に実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」のことをいいます。 


